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(57)【要約】
【課題】使用感が良く、また、噴射後の保持性に優れるエアゾール型化粧料を提供するこ
とを目的とする。
【解決手段】ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコーンエラストマー型界面活性
剤（Ｂ）、を含む非水系外用組成物１０～５０重量％と、噴射剤（Ｃ）５０～９０重量％
とを含有するエアゾール型化粧料。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）、
を含む非水系外用組成物１０～５０重量％と、噴射剤（Ｃ）５０～９０重量％とを含有す
るエアゾール型化粧料。
【請求項２】
　上記非水系外用組成物中に、さらにアルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）を含
む請求項１記載のエアゾール型化粧料。
【請求項３】
　上記非水系外用組成物中に、さらに紫外線防御剤（Ｅ）を含む請求項１又は２に記載の
エアゾール型化粧料。
【請求項４】
　上記非水系外用組成物中に、さらに顔料（Ｆ）を含む請求項１～３のいずれか一項に記
載のエアゾール型化粧料。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアゾール型化粧料に関するもので、特に、使用感が良く、また、噴射後の
保持性に優れるエアゾール型化粧料に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　これまで、肌への付着性に優れ、その持続性、耐水性等の点から、化粧下地、日焼け止
め、ファンデーション等の化粧料において油中水型乳化系が多く用いられてきた。そして
、これらの化粧料においては、べとつかず軽い感触の使用感が求められており、昨今では
、感触改良剤として知られるシリコーンエラストマーが使用されている（特許文献１）。
【０００３】
　一方、使い勝手の良さから、従来より、原液と、ＬＰＧ等の噴射剤とを容器内に充填し
、ノズルを押圧する等して原液を噴射塗布するエアゾール剤型のものが汎用されており、
これを油中水型乳化系化粧料に適用したエアゾール型化粧料が提案されている（特許文献
２）。
【０００４】
　また最近は、エアゾール型化粧料には、粉末の凝集や内容物のゲル化による詰まりとい
うエアゾール型特有の問題があること、また、油中水型乳化系化粧料として、使用感の向
上が求められていることから、これらの改良を目的として、分岐シリコーン鎖を有するポ
リエーテル変性シリコーンを用いた油中水型乳化系のエアゾール型メーキャップ用化粧料
も提案されている（特許文献３）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－１６０２９号公報
【特許文献２】特開２０００－８００１７号公報
【特許文献３】特開２０１１－１４８７５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記油中水型乳化系化粧料では、べとつき、きしみ、圧迫感等があり、
使用感について、まだ充分に満足できるものではなく改善の余地がある。また、エアゾー
ル型特有の問題としても、内容物の性質等によっては、噴射後に化粧料が不均一に飛散し
てムラが生じる恐れや意図しない部位に塗布される恐れがあり、経時による被噴射面上の
液だれ等が生じる恐れもあることから、噴射した後の化粧料の保持性が要求されている。
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【０００７】
　本発明は、このような事情に鑑みなされたもので、使用感が良く、また、噴射後の保持
性に優れるエアゾール型化粧料の提供を、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するため、本発明は、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコ
ーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）、を含む非水系外用組成物１０～５０重量％と、噴
射剤（Ｃ）５０～９０重量％とを含有するエアゾール型化粧料を第一の要旨とする。
【０００９】
　また、本発明は、上記非水系外用組成物中に、さらにアルキル変性シリコーンクロスポ
リマー（Ｄ）を含むエアゾール型化粧料を第二の要旨とする。
【００１０】
　そして、本発明は、上記非水系外用組成物中に、さらに紫外線防御剤（Ｅ）を含むエア
ゾール型化粧料を第三の要旨とし、さらに顔料（Ｆ）を含むエアゾール型化粧料を第四の
要旨とする。
【００１１】
　すなわち、本発明者らは、これまでより使用感に優れ、また使い勝手の良いエアゾール
型化粧料を得るべく、鋭意検討を重ねてきた。その結果、エアゾール型化粧料として、ジ
メチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）、を含
む非水系外用組成物１０～５０重量％と、噴射剤（Ｃ）５０～９０重量％とを含有すると
、使用感が良くまた、噴射後の保持性に優れることを見出し、本発明に到達した。
【００１２】
　なお、本発明の技術分野においては、油分が多いと、べとつき感を生じたり重い使用感
となる傾向になることが広く知られており、これを避けるべく、従来から、化粧料に水分
を多く含ませようとしてきた。しかし、本発明は、その技術常識を破り、実質的に水分を
含有しない非水系の外用組成物としたものである。
【発明の効果】
【００１３】
　すなわち、本発明のエアゾール型化粧料は、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシ
リコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）、を含む非水系外用組成物１０～５０重量％と
、噴射剤（Ｃ）５０～９０重量％とを含有することから、べとつき等が改善され使用感が
良好であり、また、噴射後の保持性に優れることから、ムラの少ない均一な噴射ができる
ようになると共に被噴射面に対して的確に塗布することができる。
【００１４】
　また、上記非水系外用組成物中に、さらにアルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ
）を含むと、非水系外用組成物が相分離し難く、安定性に優れる。
【００１５】
　上記非水系外用組成物中に、さらに紫外線防御剤（Ｅ）を含むと、従来、紫外線防御剤
と化粧料とが相分離することが多かったところ、本発明に用いる非水系外用組成物は非水
系としたことから安定性に優れる。
【００１６】
　上記非水系外用組成物中に、さらに顔料（Ｆ）を含むと、噴射後、肌上での色つきに優
れる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】（ａ）は実施例１品の保持性を評価するために、垂直に設置した白紙に向かって
噴射した非水系外用組成物の写真、（ｂ）は比較例１品を同様に評価した組成物の写真で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
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　つぎに、本発明の実施の形態について詳細に説明する。ただし、本発明は、以下の実施
の形態に限定するものではない。
【００１９】
　本発明のエアゾール型化粧料は、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコーンエ
ラストマー型界面活性剤（Ｂ）、を含む非水系外用組成物と、噴射剤（Ｃ）とを、特定の
配合割合で含有するものである。まず、非水系外用組成物を構成する各成分について順に
説明する。
【００２０】
＜非水系外用組成物＞
　非水系外用組成物は、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコーンエラストマー
型界面活性剤（Ｂ）を必須成分とし、必要に応じて、アルキル変性シリコーンクロスポリ
マー（Ｄ）、紫外線防御剤（Ｅ）、顔料（Ｆ）等の成分を含有する。
【００２１】
　ここで、非水系外用組成物の「非水系」とは、実質的に水を含まない系をいう。実質的
に水を含まない場合とは、完全な無水状態に限定されるものではなく、本発明の効果に影
響を与えない程度の少量の水分量、例えば、原料自体に含まれる少量の水分が残存してい
る場合やエキス添加による少量の水分を含有する場合等は、これを含む趣旨である。但し
、望ましくは、水の含有量が１重量％以下、特に０．５重量％以下、更に望ましくは０．
１重量％である。
【００２２】
　また、非水系外用組成物の「外用組成物」とは、外用医薬品、外用医薬部外品、化粧品
等の皮膚に直接適用する組成物を意味する。
【００２３】
〔ジメチコンクロスポリマー（Ａ）〕
　ジメチコンクロスポリマー（Ａ）は、シロキサン骨格を三次元に架橋させたペーストや
粒子を示し、弾性体特有の弾力ある感触、架橋体であることによる皮脂吸収性を持つ成分
である。これは、乳化能力を持たず、製剤の良好な感触を得るために有用である。
【００２４】
　本発明に用いるジメチコンクロスポリマー（Ａ）としては、粒子形状を持つものであっ
ても、形状を持たずに油分散体の形態を持つものでも構わないが、粒子形状を持つもので
あって、かつシリコーンエラストマーの一次粒子径が０．１～５０μｍの範囲に入り、か
つ一次粒子の形状が球状の粉末から選ばれることが好ましい。さらに、粒子形状を持つシ
リコーンエラストマーが油剤に混練されたもの、もしくは粉砕機により微粉砕されたもの
、もしくは水系分散体から選ばれる１種以上の形態で製剤に配合することが好ましい。シ
リコーンエラストマーはその表面が異種のシリコーン化合物で表面処理されていてもいな
くても構わない。
【００２５】
　本発明に用いるジメチコンクロスポリマー（Ａ）は、市販されているものを用いるか、
又は公知の方法により製造することができる。
【００２６】
　本発明に用いるジメチコンクロスポリマー（Ａ）の具体的な例としては、油剤との混合
物として提供されているものが好ましい。具体的には、東レ・ダウコーニング・シリコー
ン社製の９０４０　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ、９０４５　Ｓｉ
ｌｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ、ＥＬ－９２４０　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅ
ｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ、９０４１　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅ
ｎｄ、ＥＬ－８０４０　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅ
ｎｄ、７－３１０１　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ　ＨＩＰ　Ｅｍｕｌｓｉｏｎ、９
０２７　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ、９０４１　Ｓｉｌｉｃｏ
ｎｅ　Ｅｌａｓｔｏｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ、９５４６　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｏｍ
ｅｒ　Ｂｌｅｎｄ（以上、各々商品名）等が挙げられるが、これに限定されない。その中
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でも、９０４０　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ、９０４５　Ｓｉｌ
ｉｃｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄが好ましい。
　本発明においてジメチコンクロスポリマー（Ａ）は、単独でもしくは２種以上併せて用
いることができる。
【００２７】
　ジメチコンクロスポリマー（Ａ）の配合量としては、安定性や使用感の観点から、非水
系外用組成物１００重量％に対して、通常０．１～２０重量％であり、好ましくは０．１
～１５重量％であり、さらに好ましくは１～１１重量％である。
【００２８】
〔シリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）〕
　本発明において、シリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）とは、一般的にポリシロ
キサンにアルキレンオキサイド基等の官能基で修飾された、シリコーンエラストマーの誘
導体であり、界面活性能（乳化能と紛体分散能力）を持つ成分をいう。
　本発明に用いるシリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）は、市販されているものを
用いるか、又は公知の方法により製造することができる。
【００２９】
　シリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）の具体例としては、信越シリコーン社の（
ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３）クロスポリマー（商品名：ＫＳＧ－８１０、
ＫＳＧ－８２０、ＫＳＧ－８３０、ＫＳＧ－８４０）、（ポリグリセリル－３／ラウリル
ポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマー（商品名：ＫＳＧ－８２０Ｚ、
ＫＳＧ－８５０Ｚ）、（ジメチコン／ポリグリセリン－３）クロスポリマー（商品名：Ｋ
ＳＧ－７１０）、（ＰＥＧ－１５／ラウリルジメチコン）クロスポリマー（商品名：ＫＳ
Ｇ－３１０、ＫＳＧ－３２０、ＫＳＧ－３３０、ＫＳＧ－３４０）、（ＰＥＧ－１５／ラ
ウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン）クロスポリマー（商品名：ＫＳＧ－３２
０Ｚ、ＫＳＧ－３５０Ｚ、ＫＳＧ－３６０Ｚ）等が挙げられるが、これに限定されない。
その中でも、（ラウリルジメチコン/ポリグリセリン－３）クロスポリマーが好ましい。
　本発明においてシリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）は、単独でもしくは２種以
上併せて用いることができる。
【００３０】
　本発明に用いるシリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）の含有量は、製剤安定性の
点から、非水系外用組成物１００重量％中、通常０．０１～１０重量％であり、好ましく
は０．１～８重量％であり、さらに好ましくは０．１～５重量％である。
【００３１】
　また、非水系外用組成物において、シリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）は、ジ
メチコンクロスポリマー（Ａ）１重量部に対して、０．０００１～１．５重量部、さらに
０．００１～１重量部、特に０．０１～０．５重量部で配合されることが好ましい。（Ａ
）成分に対し、（Ｂ）成分が多すぎると、保持性に劣りべとつく傾向がみられ、逆に（Ｂ
）成分が少なすぎると、非水系外用組成物の保持性に劣るとともに、べとつく傾向がみら
れる。
【００３２】
＜噴射剤（Ｃ）＞
　噴射剤（Ｃ）としては、例えば、ジクロロジフルオロメタン、ジフルオロモノクロロエ
タン、モノクロロジフルオロメタン、ジクロロテトラフルオロエタン、テトラフルオロエ
タン、ジメチルエーテル（ＤＭＥ）、プロパン、イソブタン、ｎ－ブタン、液化石油ガス
（ＬＰＧ；プロパン、イソブタン、ｎ－ブタンを主成分とする）又はこれらの混合物等が
挙げられる。これらは単独でもしくは２種以上併せて用いられる。また、これらの中でも
液化石油ガス（ＬＰＧ）、ジメチルエーテル（ＤＭＥ）等が好ましく用いられる。本発明
に用いる噴射剤（Ｃ）の含有量は、冷感等の官能面を考慮して、エアゾール型化粧料１０
０重量％中、通常５０～９０重量％の範囲内で適宜設定することができる。
【００３３】
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　非水系外用組成物は、実質的に無水状態で、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシ
リコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）、を含むことから、べとつかず使用感が良く、
きしみ感がなく肌馴染みの良いものとなる。
【００３４】
　また、非水系外用組成物は、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）、及びシリコーンエラス
トマー型界面活性剤（Ｂ）以外に、アルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）、紫外
線防御剤（Ｅ）、顔料（Ｆ）等の成分を含有することも好ましい。これらの成分は、単独
でもしくは２種以上併せて用いられる。
【００３５】
〔アルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）〕
　アルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）は、シロキサン骨格を三次元に架橋させ
たものにアルキル基を付加させ、三次元架橋構造をした微細な粒子であるため、滑らかで
サラサラした感触を付与する成分である。さらに、粒子形状を持つアルキル変性シリコー
ンクロスポリマー（Ｄ）が油剤に混練されたもの、もしくは粉砕機により微粉砕されたも
の、もしくは水系分散体から選ばれる１種以上の形態で製剤に配合することが好ましい。
　本発明に使用されるアルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）は、市販されている
ものを用いるか、又は公知の方法により製造することができる。
【００３６】
　本発明に用いるアルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）は、油分散体が好ましい
。具体例としては、信越シリコーン社製の（ビニルジメチコン／ラウリルジメチコン）ク
ロスポリマー（商品名；ＫＳＧ－４１、ＫＳＧ－４２、ＫＳＧ－４３、ＫＳＧ－４４）、
（ラウリルポリジメチルシロキシエチルジメチコン／ビスビニルジメチコン）クロスポリ
マー（商品名：ＫＳＧ－０４２Ｚ、ＫＳＧ－０４５Ｚ）、モメンティブ・パフォーマンス
・マテリアルズ社製の（セテアリルジメチコン／ビニルジメチコン）クロスポリマー（商
品名：ＳＩＬＳＯＦＴ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｇｅｌ）、セテアリルジメチコンクロスポリ
マー（ＶＥＬＶＥＳＩＬ　ＤＭ）、アルキル（Ｃ３０－４５）セテアリルジメチコンクロ
スポリマー（ＶＥＬＶＥＳＩＬ１２５、ＶＥＬＶＥＳＩＬ０３４）等が挙げられるが、こ
れに限定されない。その中でも、（ビニルジメチコン／ラウリルジメチコン）クロスポリ
マーが好ましい。
　本発明においてアルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）は、単独でもしくは２種
以上併せて用いることができる。
【００３７】
　アルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）の含有量は、分散安定性、製剤安定性、
紫外線防御剤の相溶性、べとつき等の使用感の点から非水系外用組成物１００重量％中、
０．００１～２０重量％、さらに０．０１～１０重量％、特に０．１～８重量％であるこ
とが好ましい。
【００３８】
　また、非水系外用組成物において、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）１重量部に対して
、アルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）０．０１～１００重量部、さらに０．０
５～５０重量部であることが好ましい。
【００３９】
〔紫外線防御剤（Ｅ）〕
　紫外線防御剤（Ｅ）としては、例えば、紫外線吸収剤、紫外線散乱剤等が挙げられる。
これらは単独でもしくは２種以上併せて用いられ、特に、紫外線防御剤（Ｅ）として、油
溶性紫外線吸収剤と紫外線散乱剤の両者を配合することが好ましい。
【００４０】
　これらの紫外線防御剤（Ｅ）を配合する場合には、非水系外用組成物１００重量％中、
０．１～６０重量％、さらに０．１～４０重量％、特に１～２５重量％配合することが好
ましい。
【００４１】
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　上記油溶性紫外線吸収剤とは、水に溶解しない紫外線吸収剤であり、紫外線防御効果を
持つ成分である。油溶性紫外線吸収剤は、市販されているものを用いるか、又は公知の方
法により製造することができる。
【００４２】
　上記油溶性紫外線吸収剤としては、例えば、２，４－ビス－｛[４－（２－エチル－ヘ
キシルオキシ）－２－ヒドロキシ]－フェニル｝－６－（４－メトキシフェニル）－１，
３，５－トリアジン、２，４，６－トリス[４－（２－エチルヘキシルオキシカルボニル
）アニリノ]－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ジエチルアミノ）－２－ヒドロキ
シベンゾイル］安息香酸ヘキシルエステル、パラメトキシケイ皮酸２－エチルヘキシル、
４－ｔｅｒｔ－ブチル－４’－メトキシ－ジベンゾイルメタン、オクトクリレン、ポリシ
リコーン－１５等が挙げられるが、これに限定されない。その中でも、パラメトキシケイ
皮酸２－エチルヘキシル、ポリシリコーン－１５が好ましい。
　本発明において油溶性紫外線吸収剤は、単独でもしくは２種以上併せて用いることがで
きる。
【００４３】
　油溶性紫外線吸収剤の含有量は、紫外線防御効果、使用感、製剤安定性の点から、非水
系外用組成物１００重量％中、０．１～２０重量％、さらに０．１～１０重量％、特に０
．５～１０重量％であることが好ましい。
【００４４】
　また、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）１重量部に対して、油溶性紫外線吸収剤は、０
．００１～２００重量部、さらに０．００１～１５０重量部配合されることが好ましい。
【００４５】
　上記紫外線散乱剤としては、例えば、酸化チタンや酸化亜鉛等の金属を微粒子化した金
属粉体があげられる。本発明に用いる金属粉体は、市販されているものを用いるか、又は
公知の方法により製造することができる。
【００４６】
　紫外線散乱剤の具体例としては、酸化亜鉛、酸化チタン、酸化鉄、酸化セリウム、酸化
ジルコニウム、ケイ酸チタン、ケイ酸亜鉛、無水ケイ酸、ケイ酸セリウム、及び含水ケイ
酸等の無機化合物、これらの無機化合物を含水ケイ酸、水酸化アルミニウム、マイカ、又
はタルク等の無機粉体で被覆したもの、これらの無機化合物をポリアミド、ポリエチレン
、ポリエステル、ポリスチレン、又はナイロン等の樹脂粉体に複合化したもの、並びにこ
れらの無機化合物をシリコーン油、又は脂肪酸アルミニウム塩等で処理又は被覆したもの
等が挙げられる。紫外線散乱剤は、単独でもしくは２種以上併せて用いることができる。
【００４７】
　上記紫外線散乱剤の中でも、酸化亜鉛、酸化チタンは紫外線散乱効果が高く、また酸化
チタン、酸化鉄等は、顔料としても好適に用いることができることから好ましい。
【００４８】
　紫外線散乱剤の含有量は、紫外線防御効果、使用感、製剤安定性の点から、非水系外用
組成物１００重量％中、０．１～５０重量％、さらに０．１～３０重量％、特に０．５～
２０重量％であることが好ましい。
【００４９】
　また、ジメチコンクロスポリマー（Ａ）１重量部に対して、紫外線散乱剤は、０．００
１～２００重量部、さらに０．００１～１５０重量部配合されることが好ましい。
【００５０】
　非水系外用組成物は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分に加え、上記アルキル変性シリコーンク
ロスポリマー（Ｄ）及び紫外線防御剤（Ｅ）を含有することで、紫外線防御効果が増強さ
れ、製剤安定性が改善される。またさらに、非水系外用組成物は、べとつき感やテカリも
抑えられ、毛穴や小じわを見えにくくするソフトフォーカス性に優れ、透明感のある肌に
仕上がり、付け心地の軽い使用感に優れたものである。
【００５１】
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〔顔料（Ｆ）〕
　顔料（Ｆ）としては、酸化チタン、酸化鉄等の無機顔料、タルク、マイカなどの体質顔
料、天然色素等が挙げられる。
【００５２】
　これらの顔料（Ｆ）を配合する場合には、非水系外用組成物１００重量％中に０．１～
２０重量％、さらに０．１～１５重量％、特に１～１０重量％配合することが好ましい。
【００５３】
〔その他の成分〕
　本発明に用いる非水系外用組成物は、以上説明したジメチコンクロスポリマーと、アル
キル変性シリコーンクロスポリマーと、シリコーンエラストマー型界面活性剤及び油溶性
紫外線吸収剤を含有し、その他、種々の目的に応じて、保湿成分、多価アルコール、スク
ラブ剤、抗炎症剤、収斂成分、ビタミン類、ペプチド又はその誘導体、アミノ酸又はその
誘導体、洗浄成分、抗菌成分、角質柔軟成分、細胞賦活化成分、老化防止成分、血行促進
作用成分、美白成分等のその他の成分を、本発明の効果を損なわない範囲で含んでいても
よい。なお、これらのその他の成分は、単独でもしくは２種以上を組み合わせて使用して
もよい。
【００５４】
　前記保湿成分としては、例えば、ジグリセリントレハロース；ヒアルロン酸ナトリウム
、ヘパリン類似物質、コンドロイチン硫酸ナトリウム、コラーゲン、エラスチン、ケラチ
ン、キチン、キトサン等の高分子化合物；グリシン、アスパラギン酸、アルギニン等のア
ミノ酸；乳酸ナトリウム、尿素、ピロリドンカルボン酸ナトリウム等の天然保湿因子；セ
ラミド、コレステロール、リン脂質等の脂質；カミツレエキス、ハマメリスエキス、チャ
エキス、シソエキス等の植物抽出エキス等が挙げられる。
【００５５】
　前記多価アルコールとしては、例えば、炭素数２～１０のものが好ましく、例えば、グ
リセリン、ジグリセリン、トリグリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコ
ール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、イソプレングリコール、１，３－ブ
チレングリコール、ソルビトール、キシリトール、エリスリトール、マンニトール、ペン
タンジオール、ヘキサンジオール、オクタンジオール、デカンジオール、ネオペンチルグ
リコール等が挙げられる。
【００５６】
　これらの中でも、グリセリン、ジグリセリン、トリグリセリン、プロピレングリコール
、ジプロピレングリコール、１，３－ブチレングリコール、エチレングリコール、ジエチ
レングリコール、イソプレングリコール、ソルビトール、キシリトール、エリスリトール
、マンニトール、ペンタンジオール、ヘキサンジオール、オクタンジオールが好ましく、
グリセリン、ジグリセリン、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，３－
ブチレングリコール、ジエチレングリコール、イソプレングリコール、ソルビトール、キ
シリトール、エリスリトール、マンニトール、ペンタンジオール、ヘキサンジオールがよ
り好ましい。
【００５７】
　前記スクラブ剤としては、例えば、アプリコット核粉末、アーモンド殻粉末、アンズ核
粉末、塩化ナトリウム粒、オリーブ核粉末、海水乾燥物粒、キャンデリラワックス、くる
み殻粉末、さくらんぼ核粉末、サンゴ粉末、炭粉末、はしばみ殻粉末、ポリエチレン末、
無水ケイ酸等が挙げられる。
【００５８】
　前記抗炎症剤としては、例えば、グリチルレチン酸、グリチルリチン酸誘導体、アズレ
ン、植物（例えば、コンフリー）に由来する成分、酸化亜鉛、酢酸トコフェロール、アラ
ントイン、アミノカプロン酸及びヒドロコルチゾン等が挙げられる。
【００５９】
　前記収斂成分としては、例えば、酸化亜鉛、硫酸亜鉛、塩化アルミニウム、スルホ石炭
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酸亜鉛及びタンニン酸等が挙げられる。
【００６０】
　前記ビタミン類としては、例えば、ｄｌ－α－トコフェロール、酢酸ｄｌ－α－トコフ
ェロール、コハク酸ｄｌ－α－トコフェロール、コハク酸ｄｌ－α－トコフェロールカル
シウム等のビタミンＥ類；リボフラビン、フラビンモノヌクレオチド、フラビンアデニン
ジヌクレオチド、リボフラビン酪酸エステル、リボフラビンテトラ酪酸エステル、リボフ
ラビン５’－リン酸エステルナトリウム、リボフラビンテトラニコチン酸エステル等のビ
タミンＢ２類；ニコチン酸、ニコチン酸ｄｌ－α－トコフェロール、ニコチン酸ベンジル
、ニコチン酸メチル、ニコチン酸β－ブトキシエチル、ニコチン酸１－（４－メチルフェ
ニル）エチル、ニコチン酸アミド等のニコチン酸類；アスコルビゲン－Ａ、アスコルビン
酸ステアリン酸エステル、アスコルビン酸パルミチン酸エステル、ジパルミチン酸Ｌ－ア
スコルビル等のビタミンＣ類；メチルヘスペリジン、エルゴカルシフェロール、コレカル
シフェロール等のビタミンＤ類；フィロキノン、ファルノキノン等のビタミンＫ類；γ－
オリザノール、ジベンゾイルチアミン、ジベンゾイルチアミン塩酸塩；チアミン塩酸塩、
チアミンセチル塩酸塩、チアミンチオシアン酸塩、チアミンラウリル塩酸塩、チアミン硝
酸塩、チアミンモノリン酸塩、チアミンリジン塩、チアミントリリン酸塩、チアミンモノ
リン酸エステルリン酸塩、チアミンモノリン酸エステル、チアミンジリン酸エステル、チ
アミンジリン酸エステル塩酸塩、チアミントリリン酸エステル、チアミントリリン酸エス
テルモノリン酸塩等のビタミンＢ１類；塩酸ピリドキシン、酢酸ピリドキシン、塩酸ピリ
ドキサール、５’－リン酸ピリドキサール、塩酸ピリドキサミン等のビタミンＢ６類；シ
アノコバラミン、ヒドロキソコバラミン、デオキシアデノシルコバラミン等のビタミンＢ
１２類；葉酸、プテロイルグルタミン酸等の葉酸類；パントテン酸、パントテン酸カルシ
ウム、パントテニルアルコール（パンテノール）、Ｄ－パンテサイン、Ｄ－パンテチン、
補酵素Ａ、パントテニルエチルエーテル等のパントテン酸類；ビオチン、ビオシチン等の
ビオチン類；アスコルビン酸、アスコルビン酸ナトリウム、デヒドロアスコルビン酸、ア
スコルビン酸リン酸エステルナトリウム、アスコルビン酸リン酸エステルマグネシウム等
のアスコルビン酸誘導体であるビタミンＣ類；カルニチン、フェルラ酸、α－リポ酸、オ
ロット酸等のビタミン様作用因子等が挙げられる。
【００６１】
　前記ペプチド又はその誘導体としては、例えば、ケラチン分解ペプチド、加水分解ケラ
チン、コラーゲン、魚由来コラーゲン、アテロコラーゲン、ゼラチン、エラスチン、エラ
スチン分解ペプチド、コラーゲン分解ペプチド、加水分解コラーゲン、塩化ヒドロキシプ
ロピルアンモニウム加水分解コラーゲン、エラスチン分解ペプチド、コンキオリン分解ペ
プチド、加水分解コンキオリン、シルク蛋白分解ペプチド、加水分解シルク、ラウロイル
加水分解シルクナトリウム、大豆蛋白分解ペプチド、加水分解大豆蛋白、小麦蛋白、小麦
蛋白分解ペプチド、加水分解小麦蛋白、カゼイン分解ペプチド、アシル化ペプチド（パル
ミトイルオリゴペプチド、パルミトイルペンタペプチド、パルミトイルテトラペプチド等
）等が挙げられる。
【００６２】
　前記アミノ酸又はその誘導体としては、例えば、ベタイン（トリメチルグリシン）、プ
ロリン、ヒドロキシプロリン、アルギニン、リジン、セリン、グリシン、アラニン、フェ
ニルアラニン、β－アラニン、スレオニン、グルタミン酸、グルタミン、アスパラギン、
アスパラギン酸、システイン、シスチン、メチオニン、ロイシン、イソロイシン、バリン
、ヒスチジン、タウリン、γ－アミノ酪酸、γ－アミノ－β－ヒドロキシ酪酸、カルニチ
ン、カルノシン、クレアチン等が挙げられる。
【００６３】
　前記洗浄成分としては、例えば、ラウリン酸カリウム、ミリスチン酸カリウム、パルミ
チン酸カリウム又はステアリン酸カリウム等のアルカリ金属塩、アルカノールアミド塩又
はアミノ酸塩等から選ばれる石けん類；ココイルグルタミン酸Ｎａ、ココイルメチルタウ
リンＮａ等のアミノ酸系界面活性剤；ラウレス硫酸Ｎａ等のエーテル硫酸エステル塩；ラ
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ウリルエーテル酢酸Ｎａ等のエーテルカルボン酸塩；アルキルスルホコハク酸エステルＮ
ａ等のスルホコハク酸エステル塩；ヤシ油脂肪酸モノエタノールアミド、ヤシ油脂肪酸ジ
エタノールアミド等の脂肪酸アルカノールアミド；ラウリルリン酸ナトリウム、ポリオキ
シエチレンラウリルエーテルリン酸ナトリウム等のモノアルキルリン酸エステル塩；ヤシ
油脂肪酸アミドプロピルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタ
イン、２－アルキル－Ｎ－カルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベ
タイン、ラウリルヒドロキシスルホベタイン及びラウロイルアミドエチルヒドロキシエチ
ルカルボキシメチルベタインヒドロキシプロピルリン酸ナトリウム等のベタイン型両性界
面活性剤；ラウリルアミノプロピオン酸ナトリウム等のアミノ酸型両性界面活性剤等が挙
げられる。
【００６４】
　前記抗菌成分としては、例えば、クロルヘキシジン、サリチル酸、塩化ベンザルコニウ
ム、アクリノール、エタノール、塩化ベンゼトニウム、クレゾール、グルコン酸及びその
誘導体、ポピドンヨード、ヨウ化カリウム、ヨウ素、イソプロピルメチルフェノール、ト
リクロカルバン、トリクロサン、感光素１０１号、感光素２０１号、パラベン、フェノキ
シエタノール、１，２－ペンタンジオール、塩酸アルキルジアミノグリシン、ピロクトオ
ラミン、ミコナゾール等が挙げられる。
【００６５】
　前記角質柔軟成分としては、例えば、乳酸、サリチル酸、サリチル酸グリコール酸、グ
ルコン酸、クエン酸、リンゴ酸、フルーツ酸、フィチン酸、尿素、イオウ等が挙げられる
。
【００６６】
　前記細胞賦活化成分としては、例えば、γ－アミノ酪酸、ε－アミノカプロン酸等のア
ミノ酸類；レチノール、チアミン、リボフラビン、塩酸ピリドキシン、パントテン酸類等
のビタミン類；グリコール酸、乳酸等のα-ヒドロキシ酸類；タンニン、フラボノイド、
サポニン、感光素３０１号等が挙げられる。
【００６７】
　前記老化防止成分としては、例えば、パンガミン酸、カイネチン、ウルソール酸、ウコ
ンエキス、スフィンゴシン誘導体、ケイ素、ケイ酸、Ｎ－メチル－Ｌ－セリン、メバロノ
ラクトン等が挙げられる。
【００６８】
　前記血行促進作用成分としては、例えば、植物（例えば、オタネニンジン、アシタバ、
アルニカ、イチョウ、ウイキョウ、エンメイソウ、オランダカシ、カミツレ、ローマカミ
ツレ、カロット、ゲンチアナ、ゴボウ、コメ、サンザシ、シイタケ、ショウガ、セイヨウ
サンザシ、セイヨウネズ、センキュウ、センブリ、タイム、チョウジ、チンピ、トウガラ
シ、トウキ、トウニン、トウヒ、ニンジン、ニンニク、ブッチャーブルーム、ブドウ、ボ
タン、マロニエ、メリッサ、ユズ、ヨクイニン、リョクチャ、ローズマリー、ローズヒッ
プ、チンピ、トウキ、トウヒ、モモ、アンズ、クルミ、トウモロコシ）に由来する成分；
アセチルコリン、イクタモール、カンタリスチンキ、ガンマ－オリザノール、セファラン
チン、トラゾリン、ニコチン酸トコフェロール、グルコシルヘスペリジン等が挙げられる
。
【００６９】
　前記美白成分としては、例えば、トコフェロール、アスコルビン酸及び／又はそれらの
塩、アスコルビン酸誘導体、トラネキサム酸、アルブチン、４－アルキルレゾルシノ－ル
及び／又はそれらの塩、４－メトキシサリチル酸、ハイドロキノン、コウジ酸、胎盤抽出
物等や、美白作用を有する植物成分(例えばオウバク、ユキノシタ、アロエ等の抽出物)等
が挙げられる。
【００７０】
〈日焼け止め組成物〉
　本発明に用いる非水系外用組成物は、日焼け止め組成物として使用できる。日焼け止め
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組成物は、紫外線からの皮膚や毛髪の保護、日焼けの予防等のための外用剤として好適に
使用することができる。日焼け止め組成物の皮膚への適用量や用法は特に制限されず、通
常、一日数回、適量を皮膚等に適用、例えば、噴射、塗布する等して用いることができる
。また、化粧下地としての機能を併せ持つことができる。
【００７１】
〈ファンデーション組成物〉
　本発明に用いる非水系外用組成物は、ファンデーション組成物として使用できる。ファ
ンデーション組成物は、皮膚のシミ、そばかす、小じわ、毛穴や産毛等を覆い隠し、肌の
色を均等に整え、肌を美しく見せる等のための非水系外用組成物として使用することがで
きる。ファンデーション組成物の皮膚への適用量や用法は特に限定されず、通常、一日数
回、適量を皮膚に適用、例えば、噴射、塗布する等して用いることができる。また、化粧
下地としての機能を併せ持つことができる。
【００７２】
〈非水系外用組成物の製造方法〉
　本発明に用いる非水系外用組成物の製造方法は、特に制限されず、必須成分であるジメ
チコンクロスポリマー（Ａ）と、シリコーンエラストマー型界面活性剤（Ｂ）のほか、ア
ルキル変性シリコーンクロスポリマー（Ｄ）、紫外線防御剤（Ｅ）、顔料（Ｆ）、さらに
通常の非水系外用組成物を製造するのに必要な各種成分（上記その他の成分等）を適宜選
択、配合して、常法により製造することができる。
【００７３】
〈製剤形態〉
　本発明に用いる非水系外用組成物の製剤形態としては、医薬品、医薬部外品及び化粧品
が挙げられるが、この場合、その必須成分及び上記で説明したその他の成分等を、医薬品
、医薬部外品又は化粧品に通常使用される基剤又は担体、及び必要に応じて後述する添加
剤とともに常法に従い混合して、これらの製剤形態の組成物とすることができる。
【００７４】
　さらに、上記基剤又は担体としては、例えば、ヤシ油、オリーブ油、コメヌカ油、シア
バター等の油脂；ワセリン、流動パラフィン等の炭化水素類；ホホバ油、ミツロウ、キャ
ンデリラロウ、ラノリン等のロウ類；セタノール、セトステアリルアルコール、ステアリ
ルアルコール、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、イソステアリルアルコール
、フィトステロール、コレステロール等の高級アルコール；ジメチコン、環状シリコーン
、変性シリコーン等のシリコーン類；エチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース
、ヒドロキシプロピルメチルセルロース等のセルロース誘導体；ポリビニルピロリドン；
カラギーナン；ポリビニルブチラート；ポリエチレングリコール；ジオキサン；ブチレン
グリコールアジピン酸ポリエステル；アジピン酸ジイソプロピル、ミリスチン酸イソプロ
ピル、ミリスチン酸オクチルドデシル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸セチル
、イソノナン酸イソノニル、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタエリスリット等のエス
テル類；デキストリン、マルトデキストリン等の多糖類；カルボキシビニルポリマー、ア
ルキル変性カルボキシビニルポリマー等のビニル系高分子；エタノール、イソプロパノー
ル等の低級アルコール；ジエチレングリコールモノエチルエーテル等のグリコールエーテ
ル等が挙げられる。日焼け止め組成物が多価アルコールを含む場合、多価アルコールは基
剤又は担体としての役割も果たす場合がある。
【００７５】
　以上説明した基剤又は担体は、１種単独で又は２種以上を組み合わせて使用することが
でき、またそれらの使用量は当業者に公知の範囲から適宜選択される。
【００７６】
〔添加剤〕
　本発明に用いる非水系外用組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、医薬品、医
薬部外品又は化粧品に添加される公知の添加剤、例えば界面活性剤、安定化剤、酸化防止
剤、パール光沢付与剤、分散剤、キレート剤、ｐＨ調整剤、保存剤、増粘剤、刺激低減剤
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、香料等を添加することができる。これらの添加剤は、単独で又は２種以上を組み合わせ
て使用することができる。
【００７７】
　前記界面活性剤としては、例えば、ソルビタンモノイソステアレート、ソルビタンモノ
ラウレート、ソルビタンモノパルミテート、ソルビタンモノステアレート、ペンタ－２－
エチルヘキシル酸ジグリセロールソルビタン、テトラ－２－エチルヘキシル酸ジグリセロ
ールソルビタン等のソルビタン脂肪酸エステル類；モノステアリン酸プロピレングリコー
ル等のプロピレングリコール脂肪酸エステル類；ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油４０（
ＨＣＯ－４０）、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油５０（ＨＣＯ－５０）、ポリオキシエ
チレン硬化ヒマシ油６０（ＨＣＯ－６０）、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油８０等の硬
化ヒマシ油誘導体；モノラウリル酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン（ポリソルベ
ート２０）、モノステアリン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン（ポリソルベート
６０）、モノオレイン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン（ポリソルベート８０）
、イソステアリン酸ポリオキシエチレン（２０）ソルビタン等のポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステル類；ポリオキシエチレンモノヤシ油脂肪酸グリセリル；グリセリン
アルキルエーテル；アルキルグルコシド；ポリオキシエチレンセチルエーテル等のポリオ
キシアルキレンアルキルエーテル；ステアリルアミン、オレイルアミン等のアミン類等が
挙げられる。
【００７８】
　前記安定化剤としては、例えば、ポリアクリル酸ナトリウム、ジブチルヒドロキシトル
エン、ブチルヒドロキシアニソール等が挙げられる。
【００７９】
　前記酸化防止剤としては、例えば、ジブチルヒドロキシトルエン、ブチルヒドロキシア
ニソール、ソルビン酸、亜硫酸ナトリウム、アスコルビン酸、エリソルビン酸、Ｌ－シス
テイン塩酸塩等が挙げられる。
【００８０】
　前記パール光沢付与剤としては、例えば、ジステアリン酸エチレングリコール、モノス
テアリン酸エチレングリコール、ジステアリン酸トリエチレングリコール等が挙げられる
。
【００８１】
　前記分散剤としては、例えば、ピロリン酸ナトリウム、ヘキサメタリン酸ナトリウム、
ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、メチルビニルエーテル／無水マレイン酸
架橋コポリマー、有機酸等が挙げられる。
【００８２】
　前記キレート剤としては、例えば、ＥＤＴＡ・２ナトリウム塩、クエン酸等が挙げられ
る。
【００８３】
　前記ｐＨ調整剤としては、例えば、無機酸（塩酸、硫酸等）、有機酸（乳酸、乳酸ナト
リウム、クエン酸、クエン酸ナトリウム、コハク酸、コハク酸ナトリウム等）、無機塩基
（水酸化カリウム、水酸化ナトリウム等）、有機塩基（トリエタノールアミン、ジイソプ
ロパノールアミン、トリイソプロパノールアミン等）等が挙げられる。
【００８４】
　前記保存剤としては、例えば、安息香酸、安息香酸ナトリウム、デヒドロ酢酸、デヒド
ロ酢酸ナトリウム、パラベン類、フェノキシエタノール等が挙げられる。
【００８５】
　前記増粘剤としては、例えば、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチ
ルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキ
シプロピルメチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カルボキシエチルセルロー
ス等のセルロース系増粘剤、グアーガム、ペクチン、プルラン、ゼラチン、ローカストビ
ーンガム、カラギーナン、寒天、キサンタンガム、ポリビニルアルコール、ポリビニルピ
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ロリドン、カルボキシビニルポリマー、アクリル酸メタクリル酸アルキル共重合体、ポリ
エチレングリコール、ベントナイト、アルギン酸、アルギン酸プロピレングリコール、マ
クロゴール、コンドロイチン硫酸ナトリウム、ヒアルロン酸、ヒアルロン酸ナトリウム、
（アクリル酸ヒドロキシエチル／アクリロイルジメチルタウリンＮａ）コポリマー、（ア
クリロイルジメチルタウリンアンモニウム／ビニルピロリドン）コポリマー等が挙げられ
る。
【００８６】
　前記刺激低減剤としては、例えば、甘草エキス、アルギン酸ナトリウム、アラビアゴム
、ポリビニルピロリドン、甘草エキス、アルギン酸ナトリウム等が挙げられる。
【００８７】
〔エアゾール容器への充填〕
　本発明の化粧料は、霧状に噴射される形態のエアゾール型化粧料である。本発明のエア
ゾール型化粧料は、例えば、上記非水系外用組成物を公知のエアゾール用の耐圧容器内に
収容した後、エアパージ・クリンチし、次いで噴射剤（Ｃ）を容器内に充填する等の方法
により製造することができる。
【００８８】
　非水系外用組成物と、噴射剤（Ｃ）との配合比率は、重量比（非水系外用組成物：噴射
剤）で、１：９９～９９：１、さらに１０：９０～９０：１０であることが好ましい。配
合比率が、上記範囲外では均一に噴射できなくなる傾向がある。
【００８９】
　本発明のエアゾール型化粧料は、化粧下地、液状ファンデーション、クリームファンデ
ーション、サンケア用品、冷汗剤等として好適に用いられる。
【実施例】
【００９０】
　以下、実施例により本発明を比較例と併せてより詳細に説明するが、本発明はこれらに
より何ら限定されない。
【００９１】
〔実施例１及び２、比較例１～３〕
　下記の表１に示す組成の非水系外用組成物を製剤し、噴射剤（Ｃ）としてＬＰＧを、重
量比（組成物：噴射剤）で２５：７５の割合で、エアゾール試験瓶に充填し、実施例及び
比較例のエアゾール型化粧料を作製した。なお、表中の主要各成分の詳細は下記の通りで
ある。
【００９２】
〔各成分の詳細〕
・シクロペンタシロキサン、ジメチコンクロスポリマーの混合物：９０４０　Ｓｉｌｉｃ
ｏｎｅ　Ｅｌａｓｔｍｅｒ　Ｂｌｅｎｄ（東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）
・（ラウリルジメチコン／ポリグリセリン－３）クロスポリマーとミネラルオイルの混合
物：シリコーンＫＳＧ－８１０（信越シリコーン社製）
・（ビニルジメチコン／ラウリルジメチコン）クロスポリマーとトリ２－エチルヘキサン
酸グリセリルとの混合物：ＫＳＧ－４３（信越シリコーン社製）
【００９３】
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【表１】

【００９４】
＜試験例１：噴射試験＞
　作製したエアゾール型化粧料を用い、垂直に設置した白紙に向かって水平１０ｃｍの距
離から２秒間噴射し、その評価を表２に示す。なお、白紙に付着した化粧料保持性の程度
を示す実施例１の写真を図１の（ａ）に、及び比較例１の写真を図１の（ｂ）に示す。
　また、同じく肌へ噴射し、そのべとつき感及びきしみ感を評価した。これらの評価結果
を表２に併せて示す。
【００９５】
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【表２】

【００９６】
　噴射試験の結果、表２に示したように、実施例１，２品では、液だれを起こさず、形態
が保持されていた。これに対し、比較例１～３品は、噴射後すぐに化粧料が下方に垂れて
しまうことが判明し、保持性の程度が弱いものであった（図１の（ｂ）参照）。
【００９７】
　また、実施例１，２品では、噴射後のべとつき感及びきしみ感が殆ど感じられなかった
。これに対し、比較例１品では、噴射後のべとつき感があり、さらに比較例２，３品はか
なりのべとつき感があった。また、比較例１品ではきしみ感があり、比較例２，３品では
かなりのきしみ感が感じられた。
【００９８】
＜試験例２：使用試験＞
　紫外線散乱剤（顔料）を配合した実施例２品及び比較例３品を、それぞれファンデーシ
ョン用パフに同量噴射し、肌上に塗布した。その後、塗布部について使用感（べとつき、
きしみ、圧迫感、ムラ、冷感等の総合評価）及び色つきの項目を下記に示す各５段階で評
価した。被験者の数は９名であり、各被験者のスコアを平均化したものを下記の表３に示
した。
【００９９】
（使用感及び色つきの５段階評価方法）
スコア５：　大変良い
スコア４：　良い
スコア３：　普通
スコア２：　悪い
スコア１：　大変悪い
【０１００】
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【０１０１】
　表３より、実施例２品では、使用感及び色つき共に、高スコアであった。特に色つきに
ついては、肌上に均一に塗布ができ、優れた色つき効果を発現した。これらの効果は、化
粧料をパフに噴射した際、その優れた保持性に起因して、パフに対して的確かつムラが殆
ど見られない均一な噴射ができると共に、化粧料をパフに過度に吸収させることなく肌上
に塗布することができることから得られたものである。
　これに対し、比較例３品では、使用感及び色つき共に実施例品に劣る結果であった。
【０１０２】
　以下に、本発明のエアゾール型化粧料の処方例を示す。
【０１０３】
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【表４】

【０１０４】
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ａ：9041 Silicone Elastmer Blend（東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）
ｂ：9045 Silicone Elastmer Blend（東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）
ｃ：EL-9240 Silicone Elastmer Blend（東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）
ｄ：EL-8040 ID Silicone Organic Blend（東レ・ダウコーニング・シリコーン社製）
ｅ：KSG-44（信越シリコーン社製）
ｆ：KSG-042Z（信越シリコーン社製）
ｇ：SILSOFT Silicone Gel（モメンティブ・パフォーマンス・マテリアルズ社製）
ｈ：VELVESIL DM（Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ社製）
ｉ：KSG-310（信越シリコーン社製）
ｊ：KSG-340（信越シリコーン社製）
ｋ：KSG-350Z（信越シリコーン社製）
ｌ：KSG-710（信越シリコーン社製）
ｍ：KSG-820（信越シリコーン社製）
ｎ：KSG-850Z（信越シリコーン社製）
【産業上の利用可能性】
【０１０５】
　本発明のエアゾール型化粧料は、使用感が良く、また、噴射後の保持性に優れるため、
冷汗剤、化粧下地、日焼け止め、ファンデーション用に非常に有用である。
 
 

【図１】
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